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自分が かかったことがあるか ちゃんと知ってる？

日発けんぽ 保健師だより 第41号

全国で「麻しん（はしか）」の患者が急増しています
感染患者が感染に気付かずに外出・移動することにより
不特定多数と接触し、感染が拡大しています

▶感染経路
麻しんウイルスは感染力が非常に強く
簡単に人から人に感染します

▶症状
潜伏期間10日間くらいは風邪のような症状
（発熱・咳・鼻水・のどの痛み・
眼が赤くなる等）

潜伏期間後、39℃以上の高熱と全身の発疹
こわい合併症：肺炎、中耳炎、脳炎、心筋炎

▶受診時は
麻しんの可能性がある旨、
事前に医療機関へ連絡してから受診を！

▶予防のために
①母子手帳等で麻しんの予防接種歴を確認
②接種していない場合は予防接種を検討
③麻しんにかかったどうかが不明の場合は抗体検査を検討

麻しんはワクチン接種で予防ができる病気です

厚労省HP 「麻しんについて」
https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-
kansenshou/measles/index.html

皮膚に発疹が出る前に
口の中に「コプリック斑」
（頬粘膜に白いﾌﾞﾂﾌﾞﾂ）

顔面に見られる発疹。
やがて体幹を上から下に
広がり、四肢末梢に向けて
拡大

発疹は頭部から全身へ

早期診断のてがかり


